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取組発表団体 連携先

1 はっぴわーく
(多摩区登戸）

石井梨園
（多摩区登戸）

2 多摩川あゆ工房
（多摩区中野島）

    女子中学高等学校
アンジェラスの会
（多摩区中野島）

3 いっぽ舎
（多摩区登戸）

株式会社 研進
（神奈川県平塚市）

4 はぐるま共同作業所
（多摩区菅馬場）

CARPE DIEM
カルペディエム
（多摩区登戸）

同法人が宮前区稗原で農園を運営し
ており、ハーブなどの農作物をレストランに
卸している。
 今年 4月   当該         
  料理  失敗 中  学  事業
所運営にも活かしてもらいたいとの思いも
あり、同作業所を訪れて商品開発を兼
  料理教室 行     

第３２回 区民車座集会
取組発表団体 事例概要一覧

事例概要

総合レンズメーカーHOYAが、エコ事業
 一環         回収 行   
礼の品として福祉事業所が作製した品
物 配布  取組 行     
その取組について㈱研進が仲介したこ
とで、いっぽ舎のアクセサリーが選定され
     舎     大量 受注  
     利用者 積極的 取 組 大
きな成果となった。

     女子中学高等学校 文化祭
や多摩川あゆ工房が主催する「あゆ祭
  等 通  古   相互 交流  
る。
 今年 文化祭           焼
き菓子を両者が話し合って作ったことで、
例年   多  売上         
地域に根差した取組を続けていること
で、最近では遠方からの注文も増えてい
る。

 梨  体験       梨農園  
販売規格 合   梨 好意 譲  
          梨 材料      
製造が始まった。
 JR東日本横浜支社 行    南武
線の活性化プロジェクトで紹介されたこと
 販路 販売量 拡大  地元 多摩
川梨  PR  繋      



●はっぴわーく
（住所： 多摩区登戸2959 電話番号：０４４-299-6367）

【運営団体】 NPO法人たま・あさお精神保健福祉をすすめる会

【福祉事業所の種類】 就労継続支援Ｂ型 【定員】 20名 【対象者】主に精神障害者

●運営理念・目的
NPO法人「たま・あさお精神保健福祉をすすめる会」の事業所の一つ。一般企業等での就労が困難な方に、働く

場を提供するとともに、就労への移行に向けた知識及び能力の向上のために必要な訓練を行っています。「働きた

い」というニーズの充足及び生活の充実を目的に活動し、作業や就労に関する学習会など働く場・就労へのステッ

アップの場としての機能を果たしています。

●主な活動内容

・ジャム製造

季節ごとに約10種類のジャムを一つ一つ手づくりで製造しています。はっぴわーくのジャムの特徴は「無添加、保

存料なし。砂糖控えめで、体にやさしい」。新鮮！出来たて！をコンセプトに、素材の味を生かした生の果物を食べ

る感覚のジャムを味わってもらいたいとの思いから「生ジャム」と表現しています。素材本来の味を大切に、着色料

や防腐剤を使用しない無添加ジャムとして、お子様からお年寄りまで安心して召し上がっていただけます。

・軽作業

電池フレームのかしめ作業、部品組立、封入作業など

・清掃作業・ポスティング

町内会館やマンションの清掃、情報誌やチラシのポスティング

・北部リハビリテーションセンターの清掃作業

ほか レクレーションなどを行っています

●主に川崎産の素材を使ったジャムを製造しています

多摩川梨ジャム



●多摩川あゆ工房
（住所： 多摩区中野島４－３－28 電話番号：０４４－911-1315）

【運営団体】 社会福祉法人なごみ福祉会 【福祉事業所の種類】 生活介護・就労継続支援Ｂ型

【定員】 本体：50名・第１分場：12名・第2分場：10名 【対象者】主に知的障害者

●運営理念・目的
障害の有無・種別・程度に関わらず地域で共に生きることを支えるという運営法人の理念のもとに活動をしていま

す。

• なるべく一人一人の希望に応じた作業、音楽活動、身体を動かす活動等を実施し、充実した日中生活が過ごせるよ

うにします。

• 働いた成果で自分の生活を豊かにできるよう、作業に対して工賃を支払います。また、工賃額が向上するよう工夫と

努力を行います。

• 以上の活動を、施設の建物の中だけではなく、一般の市民の活動の中で実施し、障害のある人とない人が一緒に活

動する場面をなるべく多く作って行きます。また、就労移行支援事業は実施していませんが、企業等への一般就労を

希望する利用者に対してはその願いが実現できるよう就労支援を実施します。

• 法人内外のグループホームや相談支援センターと連携し、利用者の生活全体の相談をお受けします。必要な人に対

して地域で暮らしていける支援が受けられるようご本人、ご家族に協力します。

●主な活動内容

• 焼き菓子の製造・販売

• 室内軽作業

• 園芸作業/リサイクル作業

• 草刈り作業

• チラシ配布作業

• 清掃作業

●主な製品等

のらぼうクッキー ギフトセット



●いっぽ舎
（住所： 多摩区登戸３６９ 第１ふじたけマンション１０３ 電話番号：０４４－２９９－８４８３）

【運営団体】 NPO法人 いっぽいっぽ 【福祉事業所の種類】 地域活動支援センター

【定員】 10名／1日 【対象者】 主に高次脳機能障害を併せ持つ身体障害者

●運営理念・目的
不慮の事故や脳卒中等の後遺症で、記憶障害・注意障害などの高次脳機能障害を併せ持つ身体障害者の方を

主な対象とし、日中活動の場を提供しています。作品作りや様々な活動を通して楽しみながら、リハビリや体力づくり

に取り組んでいます。

• できることは自分でやっていきます。

• できないことも（無理のない範囲で）挑戦していきます。

• 一人一人に役割と責任をもってもらいます。

• 創作活動だけではなく、余暇活動や健康づくりを積極的に取り入れます。

目に見えない、誤解されがちな部分に対して、今までに関わってきた支援者からの情報をもとに、観察し、客観的

に全体像を把握したうえで、各利用者にとって望ましい対応を模索し、提供していくことを目指します。

●主な活動内容

• 健康維持促進プログラム

• 作品作りなどの創作的・生産的活動

• 作品の展示販売活動

• クラブ活動（余暇活動）

• その他

（啓発活動や年間行事・イベントへの参加）

●主な製品等

IDストラップ

ボッチャ

生田緑地サマーミュージアム

認知症サポーター養成講座受講

アイロンビーズのキーホルダー



●はぐるま共同作業所
（住所： 多摩区菅馬場1-18-17 電話番号： ０４４-945-0884 ）

【運営団体】 社会福祉法人はぐるまの会 【福祉事業所の種類】 生活介護

【定員】 4事業所計50名 【対象者】 主に知的障害者

●運営理念・目的
はぐるまの会の理念である「生き生きとはたらき、人の役にたつよろこびと、ほこりを持ちつづけられる、仕事づくり」

「できないことをできるようにしながら、わからないことをわかるようにしていき、わかるようになったことが、人生の喜び

となること」を目指しています。

＜５つの行動目標＞

○いじめない・いじめさせない 〇あきらめない・あきらめさせない 〇さぼらない・さぼらせない

〇仲間はずれにならない 仲間はずれにさせない 〇言いたいことを言う・言いたいことを言わせる

●主な活動内容

はぐるまの会では同じ地域に暮らす住民として、お祭りや自治会一清掃への参加、子供たちとの交流イベントを積

極的に実施しています。故郷を共有し、共に育ってゆくという暮らし方の実践を継続していくことで、地域での仲間た

ちの営みや活躍があたりまえとなる社会の発展の一助となることを目標としています。

• ふきんやエプロンの縫製

• 三陸（石巻市北上町十三浜）のわかめやこんぶの梱包・販売

• 喫茶

• 製パン、製菓、農園で育てた朝採り野菜の販売

• はぐるま稗原農園収穫祭（毎年11月3日）など

●主な製品等

無農薬野菜

ハーブソーセージ



メモ欄 


